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鳥

取

県

牧

谷

古

墳

群

の

調

査

―
―

後

智

古

墳

群

の

船

午
不

し

十
１

一
　

体は
　
じ
・

め
　
に

古
墳
を

「
群
ｒ

と
し
て
と
ら
え
、

そ
の
歴
史
的
な
権
卜

を
あ
≡
ヽ
ル．
に

し
ょ
う
と
す
る
試
ユ
は
、

古
噴
岬
究
に
お
け
る
主
要
★
・儒
は
同
と
な
い
，
つ
一′！

■
る
「

た
し
か
に
、

古
取
を
し
て

「
旺
史
‐
を
語
ら
し
や

α

拡
戸
」
は
、

そ
の
よ
う
な
方
！法
が
と
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

許
≡
に
ち
よ
ど
二
′・一ヽ

そ
の
よ
う
な
研
究
の
暖
尾
に
ふ
し
て
、

さ
さ
や
か
な
努
力
を
か
ふ
ね
て
い

き
た
い
と
思
う
が
、

こ
こ
で
は
二

つ
の
小
さ
な
古
墳
群
―
‐―
鳥
取
県
牧
谷

古
墳
朴
―
―
―
の
耐
査
事
実
を
報
■
し

、
若
子
の
問
題
点
を
か
か
庁
て
、

か

か
る
研
究
の
一
端
に
資
し
た
い
生
考
え
る
。

こ
こ
に
報
告
し
よ
う
と
す
る
牧
谷
古
墳
群
の
胡
杏
は
、

本
学
上
ゆ

！―、
り

の
深
い
、

エ
リ
ザ
ペ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
沢
田
美
Ｆ
女
史
の
御
享
意

Ｌ
仰
後
援
と
に
よ
「
て
、

土
教
大
学
史
学
研
究
会
が
主
に
し
、　

ｒ
礼
Ｉ
八

|||

成

水

保

年
■

月
二
日
ふ

ら

一
一
日

ま

で
の
”周
に
わ

た

一
て
実
施

し
た
４

の
で
あ
る

，

こ
の
調
査

に
は

、
私

た
ち
一
、名

の

ほ

か
に
、

岡
研
究
会

月

、
史

■
科
一一学

生

時

物
鮒

学
前
座

定
北
，生

な
と

の
詰

君

、
即

ち
高

田
ｉ

丈

、
有

村
邦

手

、
円

キ

英

浩

、
一膝
片
博

た

、
小
西
邑
時

、
速
膝

北

一
、

日
対

杵
た

、
大

坪

た
仲

子

、
４

一州
末

年

■
佐

誌

公
役

、
矢

久
保
焼

子

、
渡

辺

，

カ

ヨ
、

た

＝
忠

正

●
諸

君

が
参
加
さ

れ

、
そ

れ
ぞ

れ

の
作
業

を
分
担

し

て
く
れ

た
．

ま
た
、

こ
の
土
地

の
所
古

者

で

あ
る
沢

円
た
吉

々

史

は

、
こ
こ
ろ

Ｌ↓
ヽヽ
信

合

を
提

供

さ

れ

、
食

事
年

の

い

っ
よ
革
い
の
世

話
を

し

て
く

だ
よ
二

た
ｏ

い
ま

、
報

告

ャ

か
↑

に
あ

た
り

、

こ
れ
ｉ‐千

あ

こ
と
を
常
十記
し

、
代

＝
あ

言
葉

に

か
え

一／．い
。

一
一　
古
墳
群
の
位
置

（第
１
日
・
図
版

一
一

枚
体
古

■

拝

は

、
馬
取

県
岩
モ

部
岩
■

―‐――
市

ｇ

、
牧

キ

”
沢

川
肝

ｉ氏

久 岡 中
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第 1図  収 容古墳群と周辺の追跡
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別
邸
内
に
あ
る
。

岩
美
町
は
、

鳥
取
県
の
西
端
に
あ
っ
て
、
日
本
海
に
面
す
る
。

一
九
五
四
年
、

浦
富
町
、

岩
井
町
、

大
岩
村
、

他
六
カ
村
を
併

合
し
て
生
れ
た
人
口
約
二
万
の
町
で
あ
る
。
こ
の
岩
美
町
の
中

心
を
な
す
浦
富
の
街
の
北
側
に
は
、

比
破
い
大
き
な
砂
丘
が
発

達
し
て
お
り
、
■
の
海
岸
は
景
勝
の
地
と
し
て
し
，，
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
東
北
に
は
、

花
満
岩
を
と
撃
と
す
る
丘
陵
が
半

島
状
に
つ
き
で
て
お
り
、
こ
の
丘
陵
の
西
側
の
能
に
入
江
を
の

ぞ
ん
で
沢
田
邸
が
あ
る
。
そ
こ
は
、

い
ゎ
ば
入
江
の
奥
部
に
あ

た
り
、

両
側
の
花
品
岩
の
露
頭
と
、

背
後
の
丘
陵
の
裾
と
の
門

に
、

わ
す
か
な
一山
積
の
砂
浜
を
の
こ
し
て
ぃ
る
。
こ
の
砂
浜
と

丘
陵
の
据
と
が
接
す
る
部
分
の
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
に
、

杖
穴

式
石
室
を
主
体
と
す
る
八
と
の
吉
墳
が
存
在
す
る
。

標
高
は
約

四
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー
ト
ル
の
あ
い
た
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

こ
の
場
所
か
，＞
兵
庫
県
境
ま
で
の
距
離
は
お
ょ
そ
三
十
Ｆ
を
か

歩
、うん
クっ
。

こ
の
古
墳
群
一の
立
地
は
、

か
な
り
特
殊
で
あ
る
と
い
ゎ
ね
ば

な
ら
な
い
。

背
後
と
そ
の
左
右
に
は
、

標
高
約

一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
丘
陵
が
屹
立
す
る
か
の
よ
う
に
せ
ま
り
、
ま
た
前
面
に
は

俗
に
い
う
猫
の
額
の
よ
う
な
砂
浜
を
へ
だ
て
て
海
が
ひ
ら
け
て

い
る
。

住
一居
の
地
と
す
る
に
は
も
ち
ろ
ん
、

壌
墓
の
地
と
す
る

に
し
て
も
、
こ
こ
は
適
当
な
場
所
と
は
Ｒ
一ゎ
れ
な
い
。

今
日
、

沢
出
家
の
別
邸
が
っ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
常
時
の
居
住

を
日
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
、

ま
た
、
こ
の
吉
墳
群
か
ら
六 卜〈十卜序
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Ｃ

Ｏ

メ
ー
ト

ル
出
内

の
と

こ
ろ

に
は

、
現
在

一
軒

の
よ
■

も

■

と

め
ら
れ

な

い
く
ら

い
辺
部

な
場
所

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
古
墳

を

い
と
な

ん
だ
人

た

ち

の
生
ホ

の
地

が

、
ど

こ
に
あ

っ
た

か
は

、

い
ま
そ

れ
を

あ
き
ら

か

に
す

る
す

べ
を

も

た
な

い
か

、
比
校

的

遠
隔

の
地

に
あ

っ
た
と
考

え

ね
ば

な
ら

な

い
だ

ろ

う
。〓

一

古

墳

群

の

状

態

行
十２
円
一

現
在

、
市

壇

の
あ
る
場
所

の

ほ
と

ん

ど
は
、

州
地

と
し

て
利

用
さ

れ
、

し

か
も
階

段

状

に
複

雑

に
夜
形

さ

れ

て

い
る
。

こ
の
工
事

の
さ

い
に

、

い

く

つ
か

の
古

措
ネは
一般
投

さ
れ

、
ま

た

い
く

つ
ふ

の
古
措
ネ■
損
傷
写
」
う

す
た
。

海

辺

に
そ

っ
た
中ｐ
★
８

メ
ー
ト

ル
の
間

に
、

十世
穴
式

石

と
を
も

つ
よ
上

の
古

墳

か
分

市

す
る

か
、

こ
れ

■

を
向

か
ら

、

Ｌ
「一，
取

、

２
号
墳

、

３
号

増

、

４
号
ヽ

、

５
号
埴

．
６
号
装

、
８
号
墳

、

γ
号
戦

ン

名

々
け

十
ｆ

こ

の
う
ち

、

１
号
十墳

、
を
号

墳

■
、

■
、の

一ヤ
を
ほ

Ｌ
ん
ど
対
一減
し

、
か
ら

う

じ

て
石
室

の
作
一れ
を
子
十

証
拠

を

の

こ
十

に
十
事
」な

い
．

２
号

填

よ
、

側

性

と
い
、生

の

一
部

を

と
と

め
る

●
み

で

、
他

ャ
夫

「
て

い
る
．

４
キ
ャ墳

、

５
号
墳

、
７
号
一項
は
、

十

で

に
円

日
し

、
内
品

は
縄

■
．さ

れ

た
平

跡

ギ
あ

る
，

６
号

取

は
、

十，
二
の
下
部

十
一の

こ

す
の

み
て
占

る

が
　

こ
れ

は

一
九

二
八
年
頃

、
高

法

孝

治
師

に
よ

っ
て
モ
掘

が
お

二
な

わ
れ

、
須
恵

件
比

個

、

管

王
門
個

、
そ

の
他

が
出

土

し

た

こ
つ
た

え
ら

れ
る
。

８
号

装

は

、
★

而

的

な
一倒
牢

で
は

、
そ

の
存

在

の
ま
づ

か
な

，ケ、
っ
た
も

の
で
あ

る

が

、
ギ

ー

リ

ン
グ
体

に
よ

っ
て
石

キ
石

ｈ

る

の

を
採

拍

し

た
．

ま

っ

た
く
損
傷

を

う

け

て

い
な

ど
う
し
く

、
か

な
り
あ

期

待

か
も

た
れ

た

が
、

羨

門
中孫
杯
いＬ

を

露

出

し

、
そ

の
存
在

を
確

一耐
し

ん
の

十
み

で

、
調
古

日
程

の
部
合

・
―モ
内

料

を

発
掘

す
る

こ
と

は
貯
念

せ
ね

ば

な
ら
な

か

，
た
。

以
上

の
古
墳

の
う

ち
、

石

室

の
形

を

の
二
し

て

い
る

４
号
墳

、

５
号
取

、

６
号
一項
、

お

よ
び

７
号
墳

は
、

あ

き
ら

か
に
そ

の
入

日
を

南
西

に
む

け

て

い
る
。

ま

た
、

３
号

壌

、
８
号

墳

も
、

お
な

い
く
そ
れ

ら

に
ひ
と
し

い
も

の
と
思
わ

れ

る
。

と

こ
ろ

が
、

二
考
墳

は
、

の
こ
さ

れ

た
石

の
状
む

か
ら

み

て
、

西

を
向

い
て

い
た
ら

し
く

、
ま

た
２
号
墳

は
真

北

に
ち

か

い
方
向

を
示

し

て

い
る
ゃ

い
ず

れ

の
十

装

に
も

、
現

在
封

土

と
み
ら
れ

る
ム
あ

の

，雑
積

は
な

い
。

た

と

え
、

か

つ
て
そ

れ

ら
し

い
構

造

が
あ

っ
十
一と
に
≡イ
」ヽ

、

一そ
の
坑

慎

は
首
・わ

め
て
小

さ

た
一も

の
で

あ

っ
た
ろ
う
し

い
な
む

し
え
、

こ

れ
ら

の
古

始
一は

、
石

室
を

お

お
う
こ
賢

の
際
．土

ャ
・も

（′
の
み
で
あ
り

、

い

わ
ゆ

る
勢
『
十
ヤ
ニ
増
に
）
な

い
●

ヤ
・，―をｉ智
也

ｒレ一し

て

いｔ
る

の
ネ
す
」■
Ｏ
ｔ‐

ド
穴

式
「

キ

は
、

の
ち

に
ホ
〓

る
よ

う
に

、
各

古

取

ど

と
に
手

の
形
十状

を
い
く

〔
一

か
Ｒ
（
に
―
一て

い
る
．

こ

れ
は
、　

一
っ
に

一
い
、

年

代
キ
十
」
十１、
■
え

く
ｔ

の
で

あ
る

つ
バ

、
く

わ
し

い
こ
と

は
力

か
ら

な

い
。

一〔
ｉ

は
、

い
十

れ
ｉ
十・告
岬
君
の
い削
石
積
み
で
架
力、
れ
て
い
る
が
、

そ
の
規
模
は
小
卜
く
、

つ
く
り
万
は
粗
雑
で
あ
る
。
な
お
用
材
の
市
品
岩
は
、

付
近
の
海
岸
の
孫

頭
で
客
一カ
に
採
年
十
る
こ
と
が
可
能
で
・あ
り
、

極
旺
に
人
■
な
労
働
力
を

すと
，
ぞ
一し
・な
い
．

雨四
　
調

さ
一
の

一経

過

師
一存

す

る
古
墳

の
あ

る
■

の
は

、
十

で

に
魔

乱
よ
・れ

、
ま

た
れ

る

も
の

は

、
送
Ｐ智
千抹
兵

の

た
め
一の
卒
捕
卿
が

お
こ
な

わ

れ
て

い
る
）の
で
、

私

た

ち

の

河
杏
ｒ

、
そ
れ
ら
の
い
わ
ば
清
掃
や
、

実
劇
に
王
眠
を
お
か
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。

つ
ぎ
に
調
査
日
話
の
抄
録
を
か
か
す
て
、

子
の
調
査
の
柱
一地
七

概
要
を
あ
き

は

】

ネ

イ

ド

キ
ー

じ
ィ
Ｌ

一
”

≡

ヽ
ヽ
工
一

卜
ヽ

ｃ

ｉ夕
七

「

月

十

一
一
博

一

一　
一
一
名
ｒ
〕
「耐
一

古
メ

一
、か
―

は

、　
年
十
，
一録
一

打班

二

到

な

ｆ

ｒ●
．
　
‐し
■

卜
一

／ヽ
休
村
ど
の
〔
一

↓り
、　

一十」
田
］
七
〈

九

”

堤

内

で

ｒ
ｆ
れ
か

ら

耐
一

よ

】
つ

一
■
蛸

ｒ
ｉ“

Ｒ
ヤ
写
４一ゎ
り
、

年
【き
一＝
「一に
手
一

【づ
！ィ
一
一′
店
Ｌ
●
．

一
≡！′）ィ
、、　
一一淵
〓

不
あ
一分
担
と
、

た
エユ勺
町
メ
・　
氏Ｊ

口十句打
メ
〔〕
屯九
輛州
、

市地
形ル
‐
〕十日
“中タ

八”
一組
ふり
市‐ｔ‐‐‐百
≡」
、

‐、わ
ち▲一
卜げ
一生′一」
一

「市Ⅲnf r"芹,ぁ

L、

n               か  291■骨      |

旅ヽ
レ
本
の

〓
一
句

に

わ
け

た

，

一
■
■

、

６

申百
墳

■
．の

他
あ

押
”さ
”
は

、

に

■
イ

】
な

う

ナ
」
と

に

し

た
。

七
月

二

一ｈ
　

４
号
墳

は
天
＋

石

の

一
部

４
■
わ
れ

、
十

で

に
手
あ

個
所

か
門

幅
し

て

い

一
パ

て
、

そ

こ
ょ

り
玄
≡
に

入

り
■

一
十
竺

ァ
た
た
キ
高

針
叫

と
を

お
こ
と
う
，

芸

道
寄

り

の
部
分

か
ら
、

須

志

祥
竿

か
多
数

出

七

し

た
，

５
号

増
ｒ

、
Ａ

口
と
Ｒ
一ゎ

れ
る
部

分
を
掘

ｒｌ

さ
す

、
す

門

を
椎

戊

十

る
側

石

油

一一
の

一
部

を
ｔ
Ｒ
一‐し
た
っ
て
、
一て
い
付

近

の
排

土
作
業

々
ち

為
世

■
一ロ

測

最

班

い
、

古

域

〔〕
一分
布

上
……Ｌ
子

を

二
百
介

′

一
に
作
十‐田

十

る
作
上

に
，
・

中
―
か
あ
，ア、〕，

七
月

四

口
　
一Ｎ
の

た
め
，
掘

は
困

難

た

い
て
、

４
と
ソ

収

十ブ，
玄

年

イ
発
電

子

れ
た
進

物

の
出

土
状
況

に

つ
い
て
、

そ

●
生
測

．
振

子

を

お

こ
な

う
ｔｉ

他

Ｌ
、

昨

再
■

土

し

た
遺

物

的
整

理

に
た
十
ど

わ
る

≡

七
月

五

【―■
　

４
号
攻

に

つ
い
て

Ｌ
、

玄
二
内

の
排

土
作
性

を

「

一
け

、

と
い
に
多

く

い
道

化

を
孔
見

す

る

一
５
与
～

―♭
ま

た
、

玄

室
内

の
井

土

に

と
り

か
か
いり
、

八

日
付

汗
丁
≡
半
行

に
作
十
九
七

ｆ
十

め
ネ
Ｌ

洵岬
柱
は

、
ひ

，
一

と

わ
り
終

了

し

た
の
で

、
午

一に
か

ら
７
■
，状

の
発
掘

に
市
千

し
、

主

道
林

の
発
見

に
力

を
と

い
だ
。

七
月

六
日
　

４
号
噴

、
前

日
姿

を

あ

ら

わ
し

た
天
丼
「石

Ｌ
思

わ
れ

る
人

キ
・な
石

か
、

茅

道

部

を
掘

る

の

に
障
吉

と
な
る

の
で
除
，去

す

る
。

か
く

て
、

茅
一道

の
形

が
あ
ャ

ら

か
と
な

り

、

い
ゎ
ゅ

る
片

袖
形
キ
車ぁ

る

二
十
一が
し
れ

た
。

５
号

墳

は
、

ひ
≡

っ
づ

き
玄
生

、
☆

道

の
排

■
作
光

を

お

こ
な

い
、

九
分

ど

お
り
そ

れ
を
終

え

た
。

ま

た
７
号
一収
は

、
子
一道

部

に
充

満

―
ン

た
は

石

の
除

去

に
終
始

し

た
が

、
作
業

は
郎

行

を
き

わ

■

た
。

落

下

し
た
文
■

石

年

十

も
排

除

し
て
■

ぅ
■

く
床

を
孔
兄

し

た
が
、

枚

乱

し

た
須

忠

伴

”

|¬
if火
イⅢ
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奮 41配 江  二 1 者

F島 事 12堂

し
て
い
た
の
て
、
二
の
淋
分
か
―，
石
年
内
に
出
Ａ
す
る
こ
十
一が
て
≡
た
０

石
主
は
　
に
ｌｉ
年
一全
な
形
を

の
Ｆ〓

て
お
り
、
四
十
か
，
Ａ
日
ま
て
い

占
洗
は
約
五
′
―
ト
ル
を
か
≡
え
る
か
、
そ
の
中
軸
■
は
羨
道
林
て
か
な

り
北
側
に
ふ
れ
て
い
る
．

北
側
の
側
壁
に
の
ス
袖
が
つ
く
ら
れ
、　

い
わ
ゆ

・つ
片
「杵
側
γ十‐丁
，ど
口
一
し

て
い
る
。

に上
王

は
丘

ど

二

・
八

メ

ー
ト

ル
　

向
上
　
・
五

メ

ー
ー
ル

を
は

力，
る

か
、

長

ど
の
割

に
巾

は
せ
ま

い
，

単
壁

は
三
個

以
上

・の
刊
石

か

い
な
”り
　
仰

壁

は
土
台

部

に
つ
ユ
大

≡

なヽ
石
一霧
・一置

い
ｆ
〓
Ｖ
る

。

天
キ
石
二

希
Ｉ

現
存
丁
●
十‐
ま
た
床
に
は
、

と
く
坐
忠
品
的
に
し
か
れ

た

と

思

ｉ

～

幹
（
石

ボ
と

は

，一
と

い

ら

れ

な

い

。

二
”
古
墳

一
一
ら
に
、

か
な
り
，
取
つ
遺
，

か
出
土
―
・た
，

玄
〓
”
袖

に

近

い
＝
分
に
、

，
■
，
須
恵
株
牛

が
あ
た
〓

つ
て
に

わ
れ
て

い
た
．

高
体

八
「
、

取

日
何
、

平
航

一
何
、

対

一
ほ
、

続

三
個
、

不
お
よ
！
本

一
へ
一脚

土

前
幣
”
界

一
個
な
と
で
あ
る

一
ま
た
中
央
部

か
ら
は
、

鋼
城

一
個
、

飲

鉄
戒
十

二
ほ

か
発
見
ど
れ

た
，

〓
ら
に
玄
湖
付
近

に
は
、

刀
子

一
何
、

須

忠

棒

ネ

四

個

、

平

瓶

一
個

が

、

羨

道

部

に

と

亦

お

よ

ひ
一蓋

六

個

が

、

そ

れ

ぞ

れ
椰
言

て

い

た

。

こ

れ

らヽ
あ

う

ち

、

伽

峠

上

鉄

扱

は
☆

い
土

を

か

キ

「・

て

い

た

の

み

で

あ

り

、

し

か

も

そ

の

出

土

状

態

は

、

十

で

に

鶴

乱

さ

れ

た

も

の

と

そ
・え

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た

。

５

≡
ｖ増
一
（
併
・５

国

ｏ
図

板

一
）

こ

れ

は

、

４

中づ
墳

の

北

六

メ

ー

ト

ル

の

生

こ

ろ

に

、

そ

れ

と

ほ

Ｆ

平

一ｌｊ

に

な

ら

ん

だ

よ

の

で

、

こ

の

古

増

群

の

な

か

で

も

つ
と

も

高

い
位

常
存

一占

め

て

い

る

。

万

生

の

天

丼

石

は

、

若

子

の

上

に

お

お

わ

れ

て

い
た

が

、

な

た

い

の

比

た
一ム

示

し

て

い

な

い

し

現

在

、

Ｌ

性

か
ら

れ

口

・
エ

メ

‐

ト

ル

・の

と

〓

る

に

入

日

か

払
一
る

か

、

か

つ

て

＝

キ
・ら

に

こ

ｎ

一た

が

い
く

，

か

つ

づ

い

て

い

た

と

Ｅ

ゎ

れ

る

。

石
一室

の

平

一山

Ｈ
一、

ぃ

１，
ぃ

る

十
，

オ

Ｌ

う

の

航
ヽ

他
子
で
、

そ
中
叩
は

一
・
ニ
ズ
ー
ト
ル
前
後
で
ど，，
る
。

英
吐
は
一的
主
一
・

すへ

★

―

ト

ル

十
一Ｌ

ル≡
る

か

、

千
十
に

で

は

な

て
、

一出
方

（
か

た

古

″
ヽ
‐，

ぁ
わ
な

り
大
ま
な
、

不
＝
一則
た
側
石
を
上
下
に
お
い
て
、
一
つ
間
に
大
小
い
石
た

つ
い
て

い
る
。

側
忙

も

ぉ
な

し
ょ

う

に
、

大

ょ
な
石

”
間

に
無
枚

い
小

ト

な
石

を

つ
い

，
も

の
で
、

モ

，
一品
さ

は
中

■

で

二

・

一
て
―

ト
ル
キ′
・
！

一
・

，Ｌ
る
。

文
十

Ｌ
阿
枚

の
巨

右
で

お
お
わ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ
は
山
世

上
内

間

に
は

っ
よ

り
し

た
稜
を
よ

さ
た
ふ

。
床

に
は
自

然

い
に

石

Ｌ

ｔ
／ｔ
ｈ
れ

る

小

ず、
一体
仰
一傑

が
不
い現
則

に
一枚
在

す

る
。

５
号
墳

か
ら

は
、

須

恵

枠

の
一品
杯

二
個

、
舛

二
個

、
お

よ
ひ
戒
十

な

十

が
出
土

し

た
。

こ

れ
ら
は
、

石

室
内

の

ほ
ぼ
中

央

部

か
ら

、

か
た
ま

ぅ
て

発

見

さ
れ

一十

っ
の
で
一ｐ
る
．

６

足
サ
四
ナ

ゑ
■
６

一ｋ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

６

中
，
」一

は

、

・■
■

攻

”

市
▼
村

★

Ｆ

ｉ

ト

ル

の

■
〓
≡
「
に

あ

り

、

え

Ｈ

十
一

ほ

〓

高

西

に

な

い

て

い
る

，

標

高

は

約

四

メ

ー
ト

ル

い

付

性

に

，

●

、

こ

の

古

状

料

の

な

か
で

，も

っ

と

も

低

い

，

天

十

石

牛

は

、

す

で

に

失

ゎ
れ

て

ま

つ

た
く

な

い

が

、

石

≡
」
い

土

台

林

い

石

が

い
と

｝
り

、

そ

の

プ

ラ

ン

」
キ
］

ヤ
一と

ど

め

て

い

る

．

そ

れ

に

よ
れ

ば

、

こ

の

有

年

は

≡
・わ

い

て

よ

ｊｉ

い

も

９

，、

に
、伴

涙

ら

入

目

ま

で

の

肛

雌

は

、

七

・
五

ズ

ー

，
ル

庁～

≡

十

る

！

化
小＝
叫
形

の

か

た
ち

を

一不

し

ｆ
車
い

る

が

、

５

ｉｉｔ
岐

の

十
ｆ

／
に

十

ん

■
一
う

で

は

な
く
、
二
門

と
み
ら
れ
る
部
分
で
い
く
ら
か
く
び
れ
て
い
る
ヮ
こ
の

十
‐ｉｆ
収

に
つ
い
イ
ｔ
は
，

石
生
の
相
提
状
態
を
制

′ミ
る
た
め
に
、

喚
性
丁
一内
側
性

内

一
郎
を
夏
側
ま
で
経
出
さ
せ
て
み
た
。

性
丁

用
平
な
大
き
な
石
を
立
て
た

だ
け
て
、

そ
れ
を
要
側

か
占
さ
さ
え
る
石
が
性

か
に
あ

っ
た
の
■
で
れ
る

抑ヽ
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如
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破
汁
ｔ‐ｊ
い
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「
，

い
、

■
■
と
め
占
■
に
馬
十・
る
ヽ
い
で
わ
一
た
，ｈ
■
一
れ
る
い
、

４
牛
■

＋

十ｒ
‐…

市

ゃ

ｉｆ

卜

＋

！
ｈ
＝

ｉ十‐ｆ

＝

、

「
世

！ｉ、
ル
は

，―‐‐
…

Ｔ

、

Ｌ

卜
■
十ｊ

ｔ，，

で

，

卜
や
ぃ

　

十

，
■

卜

■
〕
、

かし

中
！
Ｈ

い］

ｈ

中
１１１‐

い
い

ｍ
■
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い

、
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中
イ
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一
ｉ
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ｈ

ｉ
ｔ

た
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ど

・
〓

一
上

を

　

＝

ｌｉ
≡

古

■

話

っ

て

一

ふ

ｉ

Ｔ
≡≡
■
一

卜上
ｔ
ｉ
■
７
，≡
Ｗ
・一
上
十一■
・
た
■
「
は
、

い
ｉ
一は

「ｉ
［■
い■
一
す
ね
ば
一
〓
■

―、ち

で
、
６
■
■
≡

≡
約
二
五
て
　
卜
，
■
，
ｉ

ｔ
ｉ
モ
ト
る
．
■
日
■
、

他
●
，
ｔ
ｔ，＞
古
一に
す
一打
ｒ
Ｌ

、
Ｆ
ｉ
「
山
■
一Ｌ

い
て
い
る
ぃ

■
■

‐
，―
千
住
「

右
、，

一
■
■
！
十
一
一注
、

■
．日
―
一て
い
十
ｉ
ｉ

■
，
工
■
大
≡
～

Ｈ
，
ｔ

■
一
〓
「
十
■
一
．　
■
七
十
ｉｔ
つ
い
分
た
、

側
性
上
■
■
■
「
ｈ
■
、

Ｆ

ｒｉ
，１１
忙
エ
ト
，Ｔｉ
＋
・抑
■

ｆ
‐≡，■
「
、

■
●
４ｆ
札
一手
続
＝
■
ｉ
土
〔――
ヽ
…
”■

一一
Ｌ
く

■
う
■

一
、
一
‐―キ＝
一
危
府
一，
■
ギ
・く
、

正
十
一
な
Ｔ
、測

日
■
ｉ
…
、る
す
■
に

い
■
ず
ｉ■
い
！
ヤ
！
に
　
よ
キ
■
、
，■
■
約

一
！
‐
卜
■
、

中
一
・
ｉ
ｔ
　
ト

ｔ

‐
　
ド
■

内

一■

二

！

‐
ｈ
ヤ
ト

、

「へ
阿

内

品

分

■

ｒ
ｉ

！

■
「！

Ｌ
十
る

！　
二

一

下
は
一
ユ
、　

い

‐
一
ゆ

ち

‐………ｒに
杵
十
一ウ
ヤ
伴
ゲ
　
一
↓
　
　
”
＝

一
十
１‐
■

一
Ｆ
い

，

、　
一一
．

■

一
」

，■

■
「
■

の
石
，＝

Ｆｔ
ｈ

ｆ

ｔ
ｉ，

■

は

か

「
　

一
●

一
、
あ

≡

≡

，

十
一ｉ

内

■

、

十

ｔ
●
林
＝

。
牌
ｉｌ‐
ｔｉ

■

―，‐，
た

．
卜

、ヽ
■
い
た
■
い
花
掘
ｆ
■
、

■
は
枠
い
克

に
片
工
問
ふ
ｉ
ち
■
た
い

ｉ
ｔ
ｈ
る
！
■
≡
十
市
一
すり、
ｉ
■
、

「
い
品
古

Ｌ

「
舛
市
ｂ
叫
市
「
〕世
「」「
十付
一
‐
、ル
‐―‐
「
‐ｉ
‐
」
た
！い
、　

ｒ収
■
古
山

に

一
”
中　
一‐一
‐
‐ヽ

い〕
ｔ

ｉ
」
な

い

「　
し

ヽ
十

Ｑ
）
，
■
一
Ｌ
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ｒ
れ
は
耐
ｉ
の
終
的
五
く
に

発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

■
（
一年

在
を
確
認
す
る
た
め
に
、

ま
問

部
の
解
出
た
け
を
お
こ
な
一
た

に
す
ギ
・な
い
．
６
号
項
の
北
束

約
〒
一
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
ま
円

か
あ
り
、

こ
れ
は
西
高
山
に
ひ

・ｒ
い
て
い
つ
！，
し
い
ゴ

ふ

古

一班
は
、

あ
つ
い
土
に
ヽ
お
わ
れ

て
い
る
の
で
、

石
生
は
完
全
に

の
こ
り
、

内
れ
，！、一阻
乱
さ
れ
て

い
な
い
と
一信
■
・ら
一れ
る
】

私
た

ち
は
、

こ
の
■
掘
を
い
つ
い
日

に
か
期
待
し
て
い
る
「

工（
　
発
見
さ
れ
た
導
物

一年
７
●
３
●
９
●
ｍ
〓

●

図
版
二
）

４
号
墳
、
５
号
墳
、
６
号
墳
、

お
よ
び
７
号
項
か
ら
、
■
≡少
の

道
”物
が
出
土
し
て
い
る
が
、

そ

れ
を
表
示
す
る
つ
ざ
一の
ど
こ
く

一Ｌ
十
の
一つ
。

４
号
岐
一
煩
恵
件

1/q

↑ll

ン =ン蘇

!ヤ

-53-―



■ヽⅢⅢII■―■
玉、十 ■. '‐

| 二| l t

l坤 竣総1敵 申す

撃 車すぃゃ牟ゃ■車|卜■対す

〔翌歴|三十
TT=■

血・コ/ィ
科 i 1  1 ヤ

1 1 1 5 )

1 ! ! !

ず1■

t ま
4 _‐

駒
開

十猷

昂せ、.

■ , ギ
1  1 r  i ; と

i  l i  l L  t t  l l i 官i l ヤ竹 1 1 f 附 ± 4 ド7 1 と業 " :
|lt r  と す| ■)ち 、 |― メ・ '■| ‐ 十~ テ1 京  __ 千1【キ 1,「1 占

ブ
 |と ,  || ィ 1 1, |↑IL ,十

_ |と す; : 1( |二  !「1 ,! | |= た  1ン , |二  ,【 |‖ 甲  != メブ` j !L! '|〔 l lJA

li Vキ
|て

|イ
t!!!卒

Pr 11 1+||+ T イ
ブ lr,!! f ち trに キ ナT41i

■  ,  す  ||=    'ユ ■1と し' t″
 ■| サじ ]二 〃  `″' ム ・卜大 |= ナ、  'FJ 十二  斉  げ' '| ム

1 浮 十 骨 を | ! ュ■ / 1 じ! F 号I  Ⅲ
Ⅲ l l 軸■ 1 を岳 | | 1 神i l  l = 再

| ‖ 丈 | : l t 官ナ| モ i ケt  t l  l l  l ゴヴ| = ―
ど

, ! 堆
| = | せ

タ
ゴ

| 十二! 長| | 十
i  t t t 空

十: ! | | , J + | ギ
~ 十1 : ) をフ」 ウい 刃 散 ゎ( ト

| | キ立モキヤすェふ絆
イ
■1 年l r , ド弔撃T 給1  1 4 ! ぱ十 : |

1` 1 ) ⅢⅢ■| じ全E l 直: L , ! 瓦を1 ! 告r i  、と1 , モ`1 1 1

: | 1 1 1 l f i 林 : i l ・ | : - 1 , | ! ツ ↑

; i tを: , i l , | | l i  i宮 十「 | :  !ネ
|1球|と詮1字把t tt r '岸七十 1控 11

1:|!1,「を十!1l i:li↑f:i

デ

,
R

氏        とャ|:`

どユlttユニ…■‐ミtl
ギ
｀
1/  ｀

! |     ` す
卜
 |

急ゑ塩!声メ

！

ヽ

Ｌ

卜、

‐

‐

Ｊ

翻

ゴ

年
月

一
一

療ギげ 屯1料'十■ ■il辞
til■111■■ぷ・(|111■ir

■■|ギ

る
工
十■
―
！
！
【
　

一
方
、

土
前
祥
は
比
岐
問
古
い
時
期
の
“
荘
Ｌ
ｔ
ｉ

≡十
一

十
キ
い
十

■

う

「

十
一
わ

、　
一八
日
］
■

、
■

占

一
相
増
い
す１‐
打叫
の

，．付
巾
一
ど

う

け
■

一
ロ　
ナ
】
―‐
一
は

、　
い

ゎ

品
！

一
太

卜
・十
■
側

い
々
「
で

ょ

■

れ

る

ヽ

い

て

、　
か

っ
て
、
６

，

＝
！
付

市
一か

り
採
一

一■

し

た
Ｌ

ぃ

ゃ

れ

る

ｔｉ

安

―――
岩
換

て

、

前

打

一■

よ

に

・
一
↓
て

一
く

ら

れ

て

い

■
！

一，
Ｇ
卜
内
行
　
≡
≡

七
　
日

趣

一の

遺

跡
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が
、

現
在

で

は

一
部

が
の

こ

っ
て
い
る

の
み

で
あ

る
。

６
か
ら

ｔｉ
一、
金
的

快

て′”
直

刀
子

が
出

土

し

た
と

い

わ
れ

る
。

７
　

中

学
校

の
姓

世

工
事

の

さ
い
に
、

須

忠

器

な

ど

が
た
く
■

ん
出

た

と

の

二
十
そ

れ

る

け
遺

硫
一の
性

林

は
わ

か
ら
な

い
が
、

あ

る

い
は
生

林

＝

か
も

し
れ
な

い
．

８
　

胞
涌

ｔ

町
相
谷

の
丘
陸

の
庇

の
梨
畑

か
ら

、

一
而

］
の
須
京

襟

（
い

す
れ

ヽ
＝

）

が
、

提

民

に
よ

一
すＬ
偶

然

の
機
会

に
単
独

め
≡状

態

で
掘

り
だ

さ

れ

た
，

こ
内
道

化

は
寄
け

を

う
け

て
、

現
在

立
教
大
学

に
保

管

し

て

い

る
．

お
そ

ら
く

、
森

・
ｌｉｔ
時
代
頃

に
属

す

る
年

代

の
も

の
で

あ
ら
一う
●

９
　
世
穴

で

ヽ
１，
る

，
、

く
，，
し

い
こ
と

ほ
わ

‐，、
Ｌ
な

い
．

ｌｏ
　

牧

合

―――

”
支
！れ

に
の
ｒ
・た
一
杯
い
い
台

地

上

の
輛
「地

が
追

跡

で

あ
り

、

有

鉱
な

二
ｊ
キ
一鬼

さ
れ

た
Ｌ

い
う

】

八
　
」棋
谷
古
墳
群
を
め
ぐ
る
問
題

牧

谷
古
墳

群

は
、

せ

ま

い
所
■

の
辺
部

な
海
岸

怖

に

つ
く
ら
れ

た
小

さ

な
古

襲
群

で

，１１，
る

一
こ
の
場
所

に
は
、

か

い
て
一郎
■
武
一十
一格
や
土
怖

祥
と

た
十

キ
Ｆ
生
ア・太

一
丁
つ
か
、　

な
ん
ヽ

ふ

の

か
■
一ち

の
生
ヤ■
耳
「」
い
と
十
メ
上
Ｌ
い

た
。

な
ぜ
、

こ
り
丈
う
な
場
所
に
生
活
の
地
十
求
ち
十
の
か
．

十
く
な
く

か
玉

、

こ
こ
で

は
、

性
＝

を
十

二
な

う

こ
と

は
で

ざ

夜
■

っ
た

は
十
で
あ

る
。

一撫
措

明
■

と
し

て
い
石
鉦

な

ど

の
出

土

と
枯

び

つ
汁
ヤ
て
考

弁
忘

．、
ヤ
】

な
の

で

あ
ろ

う

か
，

古

墳

の
作
在

と

は
無

関

係

で
あ
る

と
し

て
も
、

こ
の
・

問
題

を
無

視

す

る

こ
と
は
で

き
な

い
だ
ろ

う
。

私

た
ち

は
ぺ
」

い
は
穴

式
石
主

を
か
を

え

た
が
、

こ
れ

が
古

墳
群

を
情

成
す

る
す

一、
て
て

な
い

っ
た
と
，

て
も

、

ほ
」
ん
ど
大
部
十分

で
六
こ

た
こ

と

は

、

長

い

な

い

。

そ

の
現

慎

は

小

さ

く

、

刊

非

品

■

貧

引

で

は

“
十
テ

っ
た

が

、

十
一狩
バ

ヤ
立

地

に

付

注

目

す

べ

き

も

の

バ
，
あ

「
た

‐
」
一思

う

。

そ

打
一
■

石

一こ

の

用
一材
い
が

え

や

す

い

Ｌ

い

う

だ

け

の

叫

山

で

は

洸

問

が

つ

か

な

い

。

押

恕

的

に

は

、

か

れ

ら

の

年

落

と

、

そ

こ

で

”

竹

活

の

■
、態

が

あ

≡

Ｌ

か

に

さ

れ

わ

は

な

ら

な

い

が

、

私

た

ち

は

い

ま

一

れ

に

こ

ん

え

ら

れ

る

４

係

を

も

た

な

い

。

古

填

群

の

研

究

は

、　

三

カ
で

！

保

法

」

■
一に

■

の

納

奈

に

朴

び

つ

か

ね

ば

な

ら

な

い

こ

ン
手

」
、

こ

こ

で

も

持
一
え

ら

れ

る

の

で

あ

る

．

牧

ぶ

古

壇

群

の

年

代

は

、

た

見

さ

れ

た
須

恵

器

に

よ

っ
て

き

め

Ｌ

れ

る

ド、
ま

一で

あ

る

う

．

近

年

、

須

惑

器

の
一桶

年

研

究

は

い

ち

じ

る

し

く

十
一■

で

き
た
が
、
ｒ
の
古
墳
の
須
官
料
は
、

船
崎
）

一
の
い
■ヽ
！一竹
Ⅱ
期
４
、

森
浩

一”一Ｐ町中一抑抑中一【↑岬劫瑞い”ホ「．一削略一蜘は持一町い」一

そ
の
実
年
代
は
七
世
紀
中
頃
と
推
定
さ
れ
る
で
あ
る
，
．
も
つ
と
も
、

年

代
の
推
定
の
で
≡
二
・ま
と
ま
つ
た
な
料
の
花
！見
さ
れ
た
の
は
、
４
≡
一墳
と

一ｂ
早
立
収
か
ら
の
み
で
あ
り
、

ヤ
ト
た
古々
古
“収
に
は
当
供
小の
こ
と
な
”
ち
、

性
中

一判
の
前
後
が
考

た
ら
れ
る
か
ら
、

い
く
ヽ
■
の
巾
十
，
〉職
し
■
■
料
は
な

一一
ヤ
Ｐ
い
。

ひ
る
が
え
つ
て
、

鳥
根
市
付
近
に
は
、

宇
弥
抑
社
古
墳
、

■
刊
代
ｉ
≡

一い
よ
汁
≡
，こ
（〕
ヽ

い
）０
ユ
Ｌ
う

一
は
十
‐・ｉ措
コ
、か

、
　
い
夕
ヽ

つ

ム
，
ｉ
に
一
よ
手
ど
打
一
イｔ
ｉ、！ユ
一
ヵ
メ
ギ

　
中石
十
一

ｌｉｌど
付
近
に
は
、

前
期
的
な
い
し
中
明
的
古
取
の
存
在
出
し
ヽ
■
て
い
な
い
ｉ

現
在

の

と
こ
ろ

、

こ
の
地
投

で
は
、

小
畑

十

“
枠

の
■

る
も

の
を

も

つ
と

ヽ
十

く̈
，考
え
ね

古
な

ら

な

い
だ
ろ

う
。

し

か
し

、
そ
れ

と
て
■
確
川

古
靖
一

の
酔
一階

を
出

る
も

の
で

は
な

い
し

、
牧
４

十

”娯
辞

と
め
■
一も

ム

ま
り

ひ

‐ヽ，

ぃ
て
は

い
な
い
だ
ろ

・，
】

こ
の
小
畑

古

増
粋

と
牧

年

十
墳
科

と

は
、

時
期

（
３
）

大
村
．＝
去

　

「
！
…！，
■
県
に
お
け
る
地
域
政
治
的
生
回
の
予
戊
過

程
」
考
下
学
研
究
村
二
巻
第

一
号

（
４
）

山
本
清

　

「
西
出
渋
の
横
穴
に
つ
い
て
」

‐
……，
１１．！
大
半
諭
生

（
人

女
科
学
）
第
八
号
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